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“AIに選ばれる・引用される”
とはどういうことか？
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現代の情報環境の根本課題: 情報オーバーロード

- 情報が稀少なのではなく、
ユーザーのアテンション(注意)
こそが稀少な取引対象

- アテンションを奪い合う
「アテンション・エコノミー」

環境が常態化

情報の選別と要約を行うプラットフォームが重要な役割
→ 生成AIはそれを（一部）代替しうる存在へと急成長

出典:総務省「令和7年版情報通信白書」

流通トラフィック量の推移
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アテンション・エコノミー
＝プラットフォームへの過度な依存

情報の選別と要約を行うプラットフォームが重要な役割
→ 生成AIはそれを（一部）代替しうる存在へと急成長
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「クオリティ」が高いコンテンツこそがPVを得られる情報環境が理想
＝クリエイターとプラットフォームが目指すべき「あるべき姿」
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アテンション獲得は「勝ち」を意味しない

直接アクセスすることでしか得られない
オリジナリティ・クオリティこそが重要に

インター
ネット

Google
X

Instagram
YouTube
TikTok
LINE

送り手・創り手プラットフォーム

選ばれる

ユーザー

Chat GPT
Gemini

Perplexity

マッチする

アクセスする
選ばれる答える

×?



アテンション・エコノミーの誤謬

ü コンテンツのクオリティを差しおいても過剰に「認知」
を優先しようとしてしまう

ü 新しいチャネルが増えると他社を押しのけて「ハック」
しなければいけないと過剰に消耗してしまう

ü 「ゼロサムゲーム」のアテンションがAIに奪われるとい
う過剰な危機感



アテンションは「ゼロサムゲーム」ではない

出典: https://sparktoro.com/blog/new-research-20-of-americans-use-ai-tools-10x-month-but-growth-is-slowing-and-traditional-search-hasnt-dipped/



出典: https://sparktoro.com/blog/new-research-20-of-americans-use-ai-tools-10x-month-but-growth-is-slowing-and-traditional-search-hasnt-dipped/
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単なる簡易な「アンサー」よりも、
クオリティの高い「マッチング」の需要は確実にある

AIハックに成功しても、
答え（アンサー）に取り込まれるだけ
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確かめる

単なる簡易な「アンサー」よりも、
クオリティの高い「マッチング」の需要は確実にある

「確かめたい」と思わせるオリジナリティ・クオリティ
があれば、マッチングにつなげられる
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そうはいっても、
「選ばれなければはじまらない」

というのも事実では？
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SEO1.0: ハックの時代
SEO2.0: ペナルティの時代
SEO3.0: クオリティの時代

拙著『Google SEOのメディア論』青弓社より

SEOの歴史から考える
プラットフォームとの向き合い方
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● 複数の検索エンジンのアルゴリズム
に対するテクニカルSEOが中心

● 検索エンジン側も競合関係→
特定の価値観をアルゴリズムに反映
しにくい市場環境

SEO1.0: ハックの時代
主役: マーケッター
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● Google一強の確立による
「ペナルティ」の発動

● パンダ・ペンギンによる
「ガイドライン」の実装

● テクニカルSEOはブラック
ハット化

→ホワイトハットへの賛同が前提

SEO2.0: ペナルティの時代
主役: Google
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● ガイドラインが示すユーザー利益
を重視する時代

● 「Google都合」のアルゴリズムは
批判・淘汰される

● 偽・誤情報の問題拡大によってよ
りクオリティ重視へ

SEO3.0: クオリティの時代
主役: ユーザー？
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SEO３.0: クオリティの時代
2016年は「フェイクニュース」元年

ü 米大統領選
ü WELQ事件

Source: 山口真一(2020)「フェイクニュース拡散のしくみと私たちに求められるリテラシー」『国民生活』No.100
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WELQ事件が変えたクオリティへの意識

Source: https://www.itmedia.co.jp/news/articles/1610/26/news117.html
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SEOコミュニティと
Googleが協働して
YMYL, EEAT重視の
クオリティの時代へと
移行させた

Source: https://webtan.impress.co.jp/e/2017/12/08/27687
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Googleのガイドラインと、マーケッターのクオリティ指向が
相互作用すれば、情報環境は良い方向に変わることができる



SEO1.0: ハックの時代
SEO2.0: ペナルティの時代
SEO3.0: クオリティの時代

SEOからGEOへ
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GEO1.0: ハックの時代？



SEO1.0: ハックの時代
SEO2.0: ペナルティの時代
SEO3.0: クオリティの時代

SEOからGEOへ
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GEO1.0: ハックの時代？
クオリティ＋オリジナリティ
の時代へ

ü 不確実な時代だからこそ、隙間を縫うハッキングはすぐに無効化する
ü AIの進化はむしろコンテンツのクオリティへの要求を高める
ü AIが持っていない一次情報、オリジナルコンテンツのクオリティ
に今こそ投資すべき！



まとめ: 健全な情報環境とビジネスの共存へ
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- 量（トラフィック）の論理から、質（クオリティ）の倫理へのシフト
遠回りに見えても、ユーザー満足を生まないコンテンツは淘汰される

- SEO・GEOのコミュニティが横に連帯することで、Googleや生成
AIの「不公正」な振る舞いは正すことができる

- 短期的なAIハック、テクニカルGEOはすぐに無効化する
AIがユーザーのエージェントになることを見越して、人間に評価され
るコンテンツに注力する
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人間に選ばれる
オリジナリティとクオリティがなければ

“AIに選ばれる・引用される”
企業にはなれない


